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　　シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
水
族
館
、
そ
し
て
花
火

大
会
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト―

。
小
名
浜
港
周

辺
は
「
遊
ぶ
・
学
ぶ
・
集
ま
る
」
場
所
と
し

て
、
県
内
有
数
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　休
日
を
中
心
に
多
く
の
人
で
賑
わ
う
こ
の

場
所
の
少
し
先
に
は
、
国
内
外
か
ら
多
種
多

様
な
貨
物
を
積
ん
だ
船
が
行
き
交
い
、
専
門

技
術
を
持
つ
人
や
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
荷
役
機

械
が
忙
し
く
動
く
、
物
流
拠
点
と
し
て
の
小

名
浜
港
が
あ
り
ま
す
。

　古
く
は
磐
城
各
藩
の
納
付
米
の
積
出
港
と

し
て
基
礎
が
築
か
れ
、
明
治
以
降
は
常
磐
炭

鉱
の
石
炭
を
輸
送
す
る
基
地
と
し
て
発
展
。

現
在
は
、
年
間
約
１
，４
６
０
万
ト
ン
の
貨
物

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　３
号
ふ
頭
か
ら
小
名
浜
マ
リ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

で
結
ば
れ
た
人
工
島
の
東
港
に
は
、
国
内
有

数
の
規
模
を
誇
る
水
深
18
ｍ
（
ビ
ル
６
階
分

相
当
）
の
耐
震
強
化
岸
壁
が
整
備
さ
れ
、
大

型
船
舶
に
も
対
応
す
る
港
と
し
て
、
東
日
本

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
支
え
る
重
要
な

物
流
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
年
は
、
関
税
法
に
よ
る
開
港
指
定
か
ら

70
周
年
。
暮
ら
し
や
経
済
を
支
え
、
時
代
と

と
も
に
発
展
を
重
ね
て
き
た
小
名
浜
港
。
そ

の
歩
み
は
、
海
と
と
も
に
生
き
、
港
を
支
え

る
人
々
そ
の
も
の
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。

発
展
を
続
け
る
小
名
浜
港

　

70th海と生きるまち、
港を支える人

　小名浜港の魅力は、港を中心
に人々が集い、交流する場とし
て発展してきたことだと感じて
います。その成果として、東北
地区最初の「みなとオアシス」
として登録されています。
　小名浜港がここまで発展した

のは、先人たちが将来像を思い描き、時代の波を捉えなが
ら少しずつ構想を形にしてきた積み重ねの歴史のおかげです。
　まちづくりの参加方法はさまざま。これまでの想いを受
け継ぎながら、若い世代の皆さんに
は、自分なりの考えを持ち、賑わい
づくりに参加してほしいと思います。

小名浜まちづくり市民会議
会長　小沼　郁亙さん

歴史と想いが繋ぐ
みなとまち

■小名浜港の70年の歩み 
1951

重要港湾へ指定

1957
１号ふ頭完成

（現道の駅いわき・ら・らミュウ
立地ふ頭）

1997
いわき・ら・ら・ミュウ開館

2000
アクアマリンふくしま開館

2017
被災した全施設が復旧

小名浜マリンブリッジ完成

2026
開港70周年

1956
関税法による開港指定
国際貿易港として開港

1985
開港以来１万隻入港達成

1998
東港地区工事施工着手

2011
東日本大震災により被災
国際バルク戦略港湾指定
石炭部門で東日本唯一

2022
東港地区石炭ターミナル
全面供用開始

特集１ 小名浜港　70周年

石炭や木材チップなど、発電所の燃料となる貨物が約７割を占める

小名浜港取扱貨物内訳（出典：小名浜港統計年報）
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港を動かす人、港をつくる人
　港を整備する建設業、貨物を運搬する港湾運送業、船を安全に港に案内する水先人やクレーンオペレー
ターなど、小名浜港はさまざまな仕事に携わる人々の力によって成り立っています。
　70年の歩みの中で、先人たちが築き上げてきた小名浜港。普段は目にする機会が少ないその裏側には、
それぞれの仕事に汗を流す人たちが生き生きと働いています。
　時代が変わり、いくつもの波を越え、技術や機械が進化する中でも「港と物流を支える」という信念は
変わることなく、新しい風を取り入れながら、これからも港は動き続けます。

　「主な業務は船内に乗り込んで
の荷役作業や陸上でのクレーン操
作。貨物をいっぱいに積んだ大型
船の積み下ろし作業を無事に終え
られたとき、やりがいを感じる」
と話す、小名浜海陸運送㈱の山下
さん。

1港湾工事に使用する作業船での様子　2防波堤上での作業
3コンテナを積み下ろすクレーン操縦席から　4コンテナの確認作業

　私たち港湾運送業は、貨物の積み下ろしから、保管・陸上輸送までを一貫して担ってい
ます。小名浜港では石炭を始めとしたエネルギー貨物やコンテナ貨物などを取り扱ってお
り、暮らしや産業に欠かせない物資を円滑に運ぶエッセンシャルワーカーとして、地域を
支えていることに誇りを感じています。日々多様な船が入港し、多くの人や企業が力を合
わせて一つの物流を作り上げる。その現場に立ち会えることが、この仕事の魅力です。
　この70年で、小名浜港は東北を代表する国際物流拠点へと発展してきました。貨物も多
様化し、船も大型化しました。また、かつて人力が中心だった荷役作業も、現在では大型
機械の登場により効率性・安全性ともに格段に向上しています。一方で「安全を最優先に、
確実に貨物を届ける」という基本姿勢は変わりません。これからも「縁の下の力持ち」と
して小名浜港の未来を支え続けていきます。

地域を支える物流拠点

小名浜海陸運送株式会社
代表取締役社長　大曲　一行さん

　私たちは、船が貨物を積み下ろしする岸壁の整備や、港内の波を穏やかにする防波堤の
建設など、海に関わるさまざまな工事を担っています。一般の方が港湾工事を目にする機
会はほぼありませんが、海に囲まれた日本では輸出入の99％以上を船に頼っており、港の
安全と機能を守る私たちの仕事が、皆さんの生活にも直結しています。
　波や風などにより施工条件が毎日異なる港湾工事ですが、私たちが整備した港の中で、
たくさんの人や機械が忙しそうに働いている姿を見ると「港が生きている」と感じます。
70年の中には東日本大震災のような試練もありましたが、復興を成し遂げ、現在の小名浜
港へとつながっています。ありがたいことに、いわきには航海士などを育成する学校があ
り、海の仕事を目指す若者も多くいます。次世代の力を取り入れながら、これからも小名
浜港の発展に貢献していきたいと思います。

海と向き合い、港の未来を築く

福島県港湾空港建設協会
理事　小峰　良介さん
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